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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信リンクを介して通信するように構成されたデバイスであって、
　受信デバイスに複数のプロトコルデータユニット(PDU)を送信し、
　前記受信デバイスによって確認応答されていないPDUのセットを順序付け、
　前記受信デバイスによって確認応答されていない前記PDUに割り当てられた番号であるP
DUインデックスであって、前記順序付けられたセットおよび前記PDUインデックスに基づ
き、前記セットから第1のPDUを選択し、
　第1のポールインジケータとともに選択された前記第1のPDUを再送信し、
　前記PDUインデックスを変更されたPDUインデックスに変更し、
　前記順序付けられたセットおよび前記変更されたPDUインデックスに基づいて、前記セ
ットから前記第1のPDUと異なる第2のPDUを選択し、
　第2のポールインジケータとともに選択された前記第2のPDUを再送信するように構成さ
れたプロセッサを備え、
　前記PDUが、前記PDUの元の送信時間に基づいて選択される、デバイス。
【請求項２】
　前記PDUが、前記PDUの最も最近の送信時間に基づいて選択される、請求項1に記載のデ
バイス。
【請求項３】
　前記確認応答されていないPDUが、最も最近でない送信時間から最も最近の送信時間へ
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と順序付けられ、前記PDUインデックスを変更するステップが前記PDUインデックスを増分
するステップを含む、請求項1に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記確認応答されていないPDUが、最も最近の送信時間から最も最近でない送信時間へ
と順序付けられ、前記PDUインデックスを変更するステップが前記PDUインデックスを減分
するステップを含む、請求項1に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記確認応答されていないPDUがランダムに順序付けられる、請求項1に記載のデバイス
。
【請求項６】
　前記選択するステップが、タイマーの満了に応答するものである、請求項1に記載のデ
バイス。
【請求項７】
　前記再送信するステップが、タイマーの満了に応答するものである、請求項1に記載の
デバイス。
【請求項８】
　前記プロセッサが、前記受信デバイスに第2の複数のPDUを送信し、前記受信デバイスに
よって確認応答されていない前記PDUのセットに前記第2の複数のPDUを追加するようにさ
らに構成される、請求項1に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記第1および第2のポールインジケータのうちの少なくとも1つが、パケットヘッダフ
ィールド内に1ビットを含む、請求項1に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記ワイヤレス通信リンクが、ユニバーサルモバイル電気通信システムを備える、請求
項1に記載のデバイス。
【請求項１１】
　前記ワイヤレス通信リンクが3Gシステムを備える、請求項1に記載のデバイス。
【請求項１２】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　受信デバイスに複数のPDUを送信するステップと、
　前記受信デバイスによって確認応答されていないPDUのセットを順序付けるステップと
、
　前記受信デバイスによって確認応答されていない前記PDUに割り当てられた番号であるP
DUインデックスであって、前記順序付けられたセットおよび前記PDUインデックスに基づ
き、前記セットから第1のPDUを選択するステップと、
　第1のポールインジケータとともに選択された前記第1のPDUを再送信するステップと、
　前記PDUインデックスを変更されたPDUインデックスに変更するステップと、
　前記順序付けられたセットおよび前記変更されたPDUインデックスに基づいて、前記セ
ットから前記第1のPDUと異なる第2のPDUを選択するステップと、
　第2のポールインジケータとともに選択された前記第2のPDUを再送信するステップとを
含み、
　前記PDUが、前記PDUの元の送信時間に基づいて選択される、方法。
【請求項１３】
　前記PDUが、前記PDUの最も最近の送信時間に基づいて選択される、請求項12に記載の方
法。
【請求項１４】
　前記PDUのセットが、最も最近に送信されたものから最も過去に送信されたものへと順
序付けられ、前記PDUインデックスを変更するステップが前記PDUインデックスを増分する
ステップを含む、請求項12に記載の方法。
【請求項１５】
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　前記PDUのセットが、最も過去に送信されたものから最も最近に送信されたものへと順
序付けられ、前記PDUインデックスを変更するステップが前記PDUインデックスを減分する
ステップを含む、請求項12に記載の方法。
【請求項１６】
　前記PDUのセットがランダムに順序付けられる、請求項12に記載の方法。
【請求項１７】
　前記PDUのセットが、前記PDUの元の送信時間に基づいて順序付けられる、請求項12に記
載の方法。
【請求項１８】
　前記選択するステップが、タイマーの満了に応答するものである、請求項12に記載の方
法。
【請求項１９】
　前記再送信するステップが、タイマーの満了に応答するものである、請求項12に記載の
方法。
【請求項２０】
　前記受信デバイスに第2の複数のPDUを送信するステップと、
　前記受信デバイスによって確認応答されていない前記PDUのセットに前記第2の複数のPD
Uを追加するステップとをさらに含む、請求項12に記載の方法。
【請求項２１】
　前記第1および第2のポールインジケータのうちの少なくとも1つが、パケットヘッダフ
ィールド内に1ビットを含む、請求項12に記載の方法。
【請求項２２】
　ワイヤレス通信リンクを介して通信するように構成されたデバイスであって、
　受信デバイスに複数のPDUを送信するための手段と、
　前記受信デバイスによって確認応答されていないPDUのセットを順序付けるための手段
と、
　前記受信デバイスによって確認応答されていない前記PDUに割り当てられた番号であるP
DUインデックスであって、前記順序付けられたセットおよび前記PDUインデックスに基づ
き、前記セットから第1のPDUを選択するための手段と、
　第1のポールインジケータとともに選択された前記第1のPDUを再送信するための手段と
、
　前記PDUインデックスを変更されたPDUインデックスに変更するための手段と、
　前記順序付けられたセットおよび前記変更されたPDUインデックスに基づいて、前記セ
ットから前記第1のPDUと異なる第2のPDUを選択するための手段と、
　第2のポールインジケータとともに選択された前記第2のPDUを再送信するための手段と
を含み、
　選択するための前記手段が、前記PDUの元の送信時間に基づいて前記PDUを選択するよう
に構成される、デバイス。
【請求項２３】
　選択するための前記手段が、前記PDUの最も最近の送信時間に基づいて前記PDUを選択す
るように構成される、請求項22に記載のデバイス。
【請求項２４】
　前記順序付けられた非確認応答PDUのリストが、最も過去に送信されたものから最も最
近に送信されたものへと順序付けられ、前記PDUインデックスを変更するステップが前記P
DUインデックスを増分するステップを含む、請求項22に記載のデバイス。
【請求項２５】
　前記順序付けられた非確認応答PDUのリストが、最も最近に送信されたものから最も過
去に送信されたものへと順序付けられ、前記PDUインデックスを変更するステップが前記P
DUインデックスを減分するステップを含む、請求項22に記載のデバイス。
【請求項２６】
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　選択するための前記手段が、タイマーの満了に応答してPDUを選択するように構成され
る、請求項22に記載のデバイス。
【請求項２７】
　再送信するための前記手段が、タイマーの満了に応答してPDUを再送信するように構成
される、請求項22に記載のデバイス。
【請求項２８】
　命令を記憶するコンピュータ可読記憶媒体であって、前記命令が、装置のプロセッサに
よって実行されると、前記装置に、
　受信デバイスに複数のPDUを送信させ、
　前記受信デバイスによって確認応答されていないPDUのセットを順序付けさせ、
　前記受信デバイスによって確認応答されていない前記PDUに割り当てられた番号であるP
DUインデックスであって、前記順序付けられたセットおよび前記PDUインデックスに基づ
き、前記セットから第1のPDUを選択させ、
　第1のポールインジケータとともに選択された前記第1のPDUを再送信させ、
　前記PDUインデックスを変更されたPDUインデックスに変更し、
　前記順序付けられたセットおよび前記変更されたPDUインデックスに基づいて、前記セ
ットから前記第1のPDUと異なる第2のPDUを選択させ、
　第2のポールインジケータとともに選択された前記第2のPDUを再送信させ、
　前記PDUが、前記PDUの元の送信時間に基づいて選択される、
　コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２９】
　前記PDUが、前記PDUの最も最近の送信時間に基づいて選択される、請求項28に記載のコ
ンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３０】
　前記確認応答されていないPDUが、最も最近でない送信時間から最も最近の送信時間へ
と順序付けられ、前記PDUインデックスを変更するステップが前記PDUインデックスを増分
するステップを含む、請求項28に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３１】
　前記確認応答されていないPDUが、最も最近の送信時間から最も最近でない送信時間へ
と順序付けられ、前記PDUインデックスを変更するステップが前記PDUインデックスを減分
するステップを含む、請求項28に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３２】
　前記確認応答されていないPDUがランダムに順序付けられる、請求項28に記載のコンピ
ュータ可読記憶媒体。
【請求項３３】
　前記選択するステップが、タイマーの満了に応答するものである、請求項28に記載のコ
ンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３４】
　前記再送信するステップが、タイマーの満了に応答するものである、請求項28に記載の
コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３５】
　装置のプロセッサによって実行されると、前記装置に、
　前記受信デバイスに第2の複数のPDUを送信させ、前記受信デバイスによって確認応答さ
れていない前記PDUのセットに前記第2の複数のPDUを追加させる命令をさらに含む、請求
項28に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３６】
　前記第1および第2のポールインジケータのうちの少なくとも1つが、パケットヘッダフ
ィールド内に1ビットを含む、請求項28に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
関連出願の相互参照
　本開示は、本出願の譲渡人に譲渡された、2011年9月26日に出願された「SYSTEMS, METH
ODS AND APPARATUS FOR RETRANSMITTING PROTOCOL DATA UNITS IN WIRELESS COMMUNICATI
ONS」と題する米国仮出願第61/539,412号の優先権を主張するものである。この先願の開
示は、本開示の一部と見なされ、参照により本開示に組み込まれる。
【０００２】
　本発明の態様は、ワイヤレス通信に関し、詳細には、ワイヤレス通信においてプロトコ
ルデータユニット(PDU)を再送信するためのシステム、方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　音声、データなど、様々なタイプの通信コンテンツを提供するために、ワイヤレス通信
システムが広く配置されている。これらのシステムは、使用可能なシステムリソース(た
とえば、帯域幅および送信電力)を共有することによって複数のユーザとの通信をサポー
トすることができる多元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例には
、符号分割多元接続(CDMA)システム、時分割多元接続(TDMA)システム、周波数分割多元接
続(FDMA)システム、3GPP Long Term Evolution (LTE)システム、および直交周波数分割多
元接続(OFDMA)システムなどがある。
【０００４】
　一般に、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のワイヤレス端末(たとえば、携帯
電話、タブレットコンピュータ、および他の電子デバイス)に対する通信を同時にサポー
トし得る。各ワイヤレス端末は、1つまたは複数のアップリンクおよびダウンリンクでの
送信によって1つまたは複数の基地局と通信する。ダウンリンク(または順方向リンク)は
基地局からワイヤレス端末への通信リンクを指し、アップリンク(または逆方向リンク)は
ワイヤレス端末から基地局への通信リンクを指す。これらの通信リンクは、単入力単出力
(SISO)、多入力単出力(MISO)、または多入力多出力(MIMO)システムを介して確立され得る
。
【０００５】
　MIMOシステムは、データ送信のために複数の送信アンテナおよび複数の受信アンテナを
採用する。送信アンテナおよび受信アンテナによって形成されるMIMOチャネルは、独立チ
ャネルに分解可能で、これは空間チャネルとも呼ばれる。独立チャネルのそれぞれは、1
つの次元に対応する。複数の送信アンテナおよび受信アンテナによって作成される追加の
次元が使用される場合、MIMOシステムは、性能を向上させる(たとえば、より高いスルー
プットおよび/またはより大きい信頼度)ことができる。
【０００６】
　MIMOシステムは、時分割複信(TDD)システムと周波数分割複信(FDD)システムとをサポー
トする。TDDシステムでは、アップリンク送信とダウンリンク送信とが同じ周波数領域内
にあるので、相反定理によりアップリンクチャネルからダウンリンクチャネルを推定する
ことが可能である。これにより、複数のアンテナが基地局において利用可能であるとき、
基地局はダウンリンク上で送信ビームフォーミング利得を抽出することが可能になる。
【０００７】
　基地局の主たる目的は、1つまたは複数のワイヤレス端末とコア通信ネットワークとの
間の接続性を提供することである。UMTS無線アクセスネットワーク(RAN)では、基地局の
機能は、2つのネットワーク要素によって分けられ得る。すなわち、無線ネットワークコ
ントローラ(RNC)は、機能の中でも、接続セットアップ、リソース割当て、およびモビリ
ティを扱い、ベースノード(NodeB)は、ワイヤレス端末への無線送信およびそれからの無
線受信、ならびに共有チャネル上で接続されたユーザに対するリソース割当てを扱うよう
に構成される。
【０００８】
　ワイヤレス端末と基地局との間の呼接続を確立するために、無線アクセスベアラ(RAB)
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が必要とされる。RABは、ワイヤレス端末とコア通信ネットワークとの間で音声または他
のデータを搬送する。パケットがワイヤレスネットワーク上で送信されると、受信デバイ
スは、送信者に確認応答メッセージを送信することが必要になる。ワイヤレス端末によっ
て確認応答メッセージが受信されると、メッセージは、もはや、ワイヤレス端末によって
再送信され得ない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　ワイヤレス端末は、受信側から前に送信されたメッセージの受信ステータスを判断し得
る。ポール要求が、ワイヤレス端末から意図された受信側に送信され得る。応答して、意
図された受信側は、受信されたメッセージおよび受信されないメッセージのリストを示す
メッセージをワイヤレス端末に送信することができる。現在、ポール要求は、意図された
受信側にPDUを送信する機会を提供する。現在、この機会は、一般的には、意図された受
信側に最も最近に送信されたPDUを送信するために使用される。しかしながら、このこと
は、ポールを送信するときに、潜在的な再送信の利点を完全には実現することができない
。したがって、ワイヤレスネットワーク上の再送信ポーリングの有用性を改善する機会が
存在する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　添付の特許請求の範囲内で、システム、方法および装置の様々な実装形態は、それぞれ
いくつかの態様を有し、それらのうちの単一のものが単独で、本明細書で説明する望まし
い属性を担うことはない。添付の特許請求の範囲を限定することなく、いくつかの顕著な
特徴を本明細書で説明する。この議論を考慮した後で、また特に「発明を実施するための
形態」と題するセクションを読んだ後で、様々な実装形態の特徴が、ワイヤレス端末にお
いてプロトコルデータユニットを再送信するためにどのように使用されるかが理解されよ
う。
【００１１】
　一態様では、ワイヤレス通信リンクを介して通信するように構成されたデバイスを提供
する。デバイスはプロセッサを含む。プロセッサは、受信デバイスに複数のプロトコルデ
ータユニット(PDU)を送信し、受信デバイスによって確認応答されていないPDUのセットか
ら第1のPDUを選択し、第1のポールインジケータとともに第1の選択されたPDUを再送信し
、そのセットから第2のPDUを選択し、第2のポールインジケータとともに第2の選択された
PDUを再送信するように構成される。第2のPDUは、第1のPDUとは異なる。いくつかの態様
では、PDUは、PDUの元の送信時間に基づいて選択される。他の態様では、PDUは、PDUの最
も最近の送信時間に基づいて選択され得る。
【００１２】
　いくつかの態様では、プロセッサは、非確認応答PDUのセットを順序付け、順序付けら
れたセットおよびPDUインデックスに基づいて第1のPDUを選択し、PDUインデックスを変更
し、順序付けられたセットおよび変更されたPDUインデックスに基づいて第2のPDUを選択
するようにさらに構成され得る。これらの態様のいくつかでは、非確認応答PDUは、最も
最近でない送信時間から最も最近の送信時間へと順序付けられ、PDUインデックスを変更
するステップは、PDUインデックスを増分するステップを含む。いくつかの他の態様では
、非確認応答PDUは、最も最近の送信時間から最も最近でない送信時間へと順序付けられ
、PDUインデックスを変更するステップは、PDUインデックスを減分するステップを含む。
さらに他の態様では、非確認応答PDUは、ランダムに順序付けられる。
【００１３】
　いくつかの態様では、PDUの選択は、タイマーの満了に応答するものである。いくつか
の態様では、PDUの送信は、タイマーの満了に応答するものである。いくつかの態様では
、プロセッサは、受信デバイスに第2の複数のPDUを送信し、受信デバイスによって確認応
答されていないPDUのセットに第2の複数のPDUを追加するようにさらに構成される。第1お
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よび第2のポールインジケータのうちの少なくとも1つは、いくつかの態様では、パケット
ヘッダフィールド内に1ビットを含む。いくつかの態様では、ワイヤレス通信リンクは、
ユニバーサルモバイル電気通信システムを含む。いくつかの他の態様では、ワイヤレス通
信リンクは、3Gシステムを含む。
【００１４】
　別の態様では、ワイヤレス通信の方法を提供する。方法は、受信デバイスに複数のプロ
トコルデータユニット(PDU)を送信するステップと、受信デバイスによって確認応答され
ていないPDUのセットから第1のPDUを選択するステップと、第1のポールインジケータとと
もに第1の選択されたPDUを再送信するステップと、そのセットから第2のPDUを選択するス
テップと、第2のポールインジケータとともに第2の選択されたPDUを再送信するステップ
とを含む。第2のPDUは、第1のPDUとは異なる。いくつかの態様では、PDUは、PDUの元の送
信時間に基づいて選択される。他の態様では、PDUは、PDUの最も最近の送信時間に基づい
て選択され得る。
【００１５】
　いくつかの態様では、方法は、非確認応答PDUのセットを順序付けるステップと、順序
付けられたセットおよびPDUインデックスに基づいて第1のPDUを選択するステップと、PDU
インデックスを変更するステップと、順序付けられたセットおよび変更されたPDUインデ
ックスに基づいて第2のPDUを選択するするステップとをさらに含み得る。これらの態様の
いくつかでは、非確認応答PDUは、最も最近でない送信時間から最も最近の送信時間へと
順序付けられ、PDUインデックスを変更するステップは、PDUインデックスを増分するステ
ップを含む。いくつかの他の態様では、非確認応答PDUは、最も最近の送信時間から最も
最近でない送信時間へと順序付けられ、PDUインデックスを変更するステップは、PDUイン
デックスを減分するステップを含む。さらに他の態様では、非確認応答PDUは、ランダム
に順序付けられる。
【００１６】
　いくつかの態様では、PDUの選択は、タイマーの満了に応答するものである。いくつか
の態様では、PDUの送信は、タイマーの満了に応答するものである。いくつかの態様では
、方法は、受信デバイスに第2の複数のPDUを送信するステップと、受信デバイスによって
確認応答されていないPDUのセットに第2の複数のPDUを追加するするステップとをさらに
含む。第1および第2のポールインジケータのうちの少なくとも1つは、いくつかの態様で
は、パケットヘッダフィールド内に1ビットを含む。いくつかの態様では、ワイヤレス通
信リンクは、ユニバーサルモバイル電気通信システムを含む。いくつかの他の態様では、
ワイヤレス通信リンクは、3Gシステムを含む。
【００１７】
　さらに別の態様では、ワイヤレス通信リンクを介して通信するように構成された別のデ
バイスを提供する。デバイスは、受信デバイスに複数のプロトコルデータユニット(PDU)
を送信するための手段と、受信デバイスによって確認応答されていないPDUのセットから
第1のPDUを選択するための手段と、第1のポールインジケータとともに第1の選択されたPD
Uを再送信するための手段と、そのセットから第2のPDUを選択するための手段と、第2のポ
ールインジケータとともに第2の選択されたPDUを再送信するための手段とを含む。第2のP
DUは、第1のPDUとは異なる。いくつかの態様では、PDUは、PDUの元の送信時間に基づいて
選択される。他の態様では、PDUは、PDUの最も最近の送信時間に基づいて選択され得る。
【００１８】
　いくつかの態様では、PDUを選択するための手段が、非確認応答PDUのセットを順序付け
、順序付けられたセットおよびPDUインデックスに基づいて第1のPDUを選択し、PDUインデ
ックスを変更することができる。選択するための手段はまた、順序付けられたセットおよ
び変更されたPDUインデックスに基づいて第2のPDUを選択し得る。これらの態様のいくつ
かでは、非確認応答PDUは、最も最近でない送信時間から最も最近の送信時間へと順序付
けられ、PDUインデックスを変更するステップは、PDUインデックスを増分するステップを
含む。いくつかの他の態様では、非確認応答PDUは、最も最近の送信時間から最も最近で
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ない送信時間へと順序付けられ、PDUインデックスを変更するステップは、PDUインデック
スを減分するステップを含む。さらに他の態様では、非確認応答PDUは、ランダムに順序
付けられる。
【００１９】
　いくつかの態様では、PDUの選択は、タイマーの満了に応答するものである。いくつか
の態様では、PDUの送信は、タイマーの満了に応答するものである。いくつかの態様では
、方法は、受信デバイスに第2の複数のPDUを送信するステップと、受信デバイスによって
確認応答されていないPDUのセットに第2の複数のPDUを追加するするステップとをさらに
含む。第1および第2のポールインジケータのうちの少なくとも1つは、いくつかの態様で
は、パケットヘッダフィールド内に1ビットを含む。
【００２０】
　別の態様では、命令を含むコンピュータ可読記憶媒体を提供する。命令は、装置のプロ
セッサによって実行されると装置に、受信デバイスに複数のプロトコルデータユニット(P
DU)を送信させ、受信デバイスによって確認応答されていないPDUのセットから第1のPDUを
選択させ、第1のポールインジケータとともに第1の選択されたPDUを再送信させ、そのセ
ットから第2のPDUを選択させ、第2のポールインジケータとともに第2の選択されたPDUを
再送信させる。第2のPDUは、第1のPDUとは異なる。いくつかの態様では、PDUは、PDUの元
の送信時間に基づいて選択される。他の態様では、PDUは、PDUの最も最近の送信時間に基
づいて選択され得る。
【００２１】
　いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は、装置のプロセッサによって実行される
と装置に、非確認応答PDUのセットを順序付けさせ、順序付けられたセットおよびPDUイン
デックスに基づいて第1のPDUを選択させ、PDUインデックスを変更させ、順序付けられた
セットおよび変更されたPDUインデックスに基づいて第2のPDUを選択させる命令をさらに
含み得る。これらの態様のいくつかでは、非確認応答PDUは、最も最近でない送信時間か
ら最も最近の送信時間へと順序付けられ、PDUインデックスを変更するステップは、PDUイ
ンデックスを増分するステップを含む。いくつかの他の態様では、非確認応答PDUは、最
も最近の送信時間から最も最近でない送信時間へと順序付けられ、PDUインデックスを変
更するステップは、PDUインデックスを減分するステップを含む。さらに他の態様では、
非確認応答PDUは、ランダムに順序付けられる。
【００２２】
　いくつかの態様では、PDUの選択は、タイマーの満了に応答するものである。いくつか
の態様では、PDUの送信は、タイマーの満了に応答するものである。いくつかの態様では
、方法は、受信デバイスに第2の複数のPDUを送信するステップと、受信デバイスによって
確認応答されていないPDUのセットに第2の複数のPDUを追加するするステップとをさらに
含む。第1および第2のポールインジケータのうちの少なくとも1つは、いくつかの態様で
は、パケットヘッダフィールド内に1ビットを含む。
【００２３】
　本開示の特徴を詳細に理解することができるように、添付の図面にその一部を示す態様
を参照することによって、上記で簡単に要約したもののさらに具体的な説明が得られ得る
。しかし、添付の図面は、本開示の特定の典型的な態様のみを示し、したがって、本開示
の範囲の限定とみなされてはならず、その理由は、この説明が他の同等の効果のある態様
をもたらし得るからであることに留意されたい。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】ワイヤレス通信システムの例示的な機能ブロック図である。
【図２】ワイヤレス端末および基地局など、通信ノード間通信を容易化するために使用さ
れ得る構成要素の例示的な機能ブロック図である。
【図３】ワイヤレス状態ベースのワイヤレス端末内通信の方法の実装形態を示す例示的な
フローチャートである。
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【図４】ワイヤレス端末内の非確認応答プロトコルデータユニットを選択して再送信する
方法の実装形態を示す例示的なフローチャートである。
【図５】異なるワイヤレス端末の例示的な機能ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　慣例に従って、図面に示される様々な特徴部は、一定の縮尺で描かれていない可能性が
ある。したがって、様々な特徴部の寸法は、明快のために、恣意的に拡大または縮小され
ている可能性がある。加えて、図面のいくつかは、所与のシステム、方法またはデバイス
の構成要素のすべてを示していないことがある。最後に、同様の参照符号は、本明細書お
よび図を通して同様の特徴を示すために使用され得る。
【００２６】
　添付の特許請求の範囲内の実装形態の様々な態様を以下で説明する。本明細書で説明す
る態様が多種多様な形で実装され得ること、ならびに本明細書で説明する任意の特定の構
造および/または機能が例示的なものにすぎないことは明らかであろう。本開示に基づい
て、本明細書で説明する態様は任意の他の態様から独立して実装でき、2つ以上のこれら
の態様は様々な方法で組み合わされ得ることは、当業者には諒解されよう。たとえば、本
明細書に記載の態様をいくつ使用しても、装置を実装することができ、かつ/または方法
を実施することができる。さらに、本明細書に記載された態様のうちの1つもしくは複数
に加えて、またはそれら以外の、他の構造および/あるいは機能性を使用して、そのよう
な装置を実装することができ、かつ/あるいはそのような方法を実施することができる。
【００２７】
　本明細書で説明する技法は、符号分割多元接続(CDMA)ネットワーク、時分割多元接続(T
DMA)ネットワーク、周波数分割多元接続(FDMA)ネットワーク、直交FDMA(OFDMA)ネットワ
ーク、シングルキャリアFDMA(SC-FDMA)ネットワークなどの様々なワイヤレス通信ネット
ワークに使用され得る。「ネットワーク」および「システム」という用語は、しばしば互
換的に使用される。CDMAネットワークは、Universal Terrestrial Radio Access(UTRA)、
cdma2000などの無線技術を実装することができる。UTRAは、広帯域CDMA(WCDMA(登録商標)
)および低チップレート(LCR)を含む。CDMA2000は、IS-2000、IS-95、およびIS-856規格を
カバーする。TDMAネットワークは、Global System for Mobile Communications(GSM(登録
商標))などの無線技術を実装することができる。OFDMAネットワークは、Evolved UTRA(E-
UTRA)、IEEE802.11、IEEE802.16、IEEE802.20、IEEE802.22、Flash-OFDMAなどのような無
線技術を実装することができる。UTRA、E-UTRA、およびGSM(登録商標)は、Universal Mob
ile Telecommunication System(UMTS)の一部である。Long Term Evolution(LTE)は、E-UT
RAを使用するUMTSの来るべきリリースである。UTRA、E-UTRA、GSM(登録商標)、UMTS、お
よびLTEは、「第3世代パートナーシッププロジェクト」(3GPP)という名称の組織からの文
書に記載されている。同様に、cdma2000は、「第3世代パートナーシッププロジェクト2」
(3GPP2)という名称の組織からの文書に記載されている。
【００２８】
　いくつかの態様では、本明細書の教示は、マクロスケールカバレージ(たとえば、一般
的にマクロセルネットワークと呼ばれる、3Gネットワークなどの広域セルラーネットワー
ク)と、より小規模のカバレージ(たとえば、住宅ベースまたは建築物ベースのネットワー
ク環境)とを含むネットワーク内で使用され得る。ワイヤレス端末(WT)またはユーザ機器(
UE)がそのようなネットワークを通して移動する際、ワイヤレス端末は、いくつかのロケ
ーション内で、マクロカバレージを提供する基地局(BS)またはアクセスノード(AN)によっ
てサービスされ得るが、ワイヤレス端末は、他のロケーションにおいて、より小規模のカ
バレージ、たとえばフェムトノード(FN)を提供するアクセスノードによってサービスされ
得る。いくつかの態様では、より小さいカバレージノードは、(たとえば、よりロバスト
なユーザエクスペリエンスのために、)漸進的なキャパシティ増大、屋内カバレージ、お
よび異なるサービスを提供するために使用され得る。本明細書の議論において、比較的大
きいエリアにわたるカバレージを提供するノードは、マクロノードと呼ばれ得る。比較的
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小さいエリア(たとえば、住宅)にわたるカバレージを提供するノードは、フェムトノード
と呼ばれ得る。マクロエリアより小さく、フェムトエリアより大きいエリアにわたるカバ
レージを提供するノードは、(たとえば、商業建築物内のカバレージを提供する)ピコノー
ドと呼ばれ得る。
【００２９】
　マクロノード、フェムトノード、またはピコノードに関連付けられたセルはそれぞれ、
マクロセル、フェムトセル、またはピコセルと呼ばれ得る。いくつかの実装形態では、各
セルは、1つまたは複数のセクタにさらに関連付けられ得る(たとえば、分轄され得る)。
【００３０】
　様々な適用例では、マクロノード、フェムトノード、またはピコノードに言及するため
に、他の用語が使用され得る。たとえば、マクロノードは、アクセスノード、アクセスポ
イント、基地局、ノードB、ｅノードＢ、マクロセルなどとして構成されてよく、または
そのように呼ばれてよい。また、フェムトノードは、ホームノードB(HNB)、ホームeノー
ドB(HeNB)、アクセスポイント基地局、フェムトセルなどとして構成されてよく、または
そのように呼ばれてよい。
【００３１】
　図1は、ワイヤレス通信システムの例示的な機能ブロック図を示す。ワイヤレス通信シ
ステム10は、第1の通信リンク161および第2の通信リンク163上で互いに通信するように構
成された、少なくとも1つのワイヤレス端末100と少なくとも1つの基地局101とを含み得る
。第1の通信リンク161および第2の通信リンク163のそれぞれは、各サイクル中に単一のパ
ケットが送信され得る単一パケット通信リンク、または各サイクル中に複数のパケットが
送信され得るマルチパケット通信リンクであってよい。たとえば、第1の通信リンク161は
、各サイクル中に0、1または2個のパケットが送信され得るデュアルパケット通信リンク
であってよい。
【００３２】
　図1に示す実装形態では、ワイヤレス端末100は、メモリ120に結合されたプロセッサ110
と、入力デバイス130と、出力デバイス140とを含む。プロセッサは、モデム150とトラン
シーバ160とに結合され得る。図示のトランシーバ160はまた、モデム150とアンテナ170と
に結合される。ワイヤレス端末100およびそれの構成要素は、バッテリー180および/また
は外部電源によって給電され得る。いくつかの実装形態では、バッテリー180またはそれ
の一部分は、電力インターフェース190を介して外部電源によって再充電可能である。個
別に記載されたが、ワイヤレス端末100に関して記載された機能ブロックは、個別の構造
要素である必要はないことを諒解されたい。たとえば、プロセッサ110およびメモリ120は
単一のチップの中で実装され得る。同様に、プロセッサ110、モデム150、およびトランシ
ーバ160のうちの2つ以上は、単一のチップの中で実装され得る。
【００３３】
　プロセッサ110は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積
回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)もしくは他のプログラマブル
論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、また
は本明細書に記載された機能を実行するように設計されたそれらの任意の適切な組合せで
あり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえば、DSPと
マイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、DSPコアと連携する1つもし
くは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成として実装され得る。
【００３４】
　図1に示す実装形態では、プロセッサ110は、1つまたは複数のバスを介して、メモリ120
からの読込み情報またはメモリ120への書込み情報に結合され得る。プロセッサは、追加
または代替として、プロセッサレジスタなどのメモリを含むことができる。メモリ120は
、異なるレベルが異なる容量およびアクセス速度を有するマルチレベル階層型キャッシュ
を含む、プロセッサキャッシュを含むことができる。メモリ120はまた、ランダムアクセ
スメモリ(RAM)、他の揮発性記憶デバイス、または不揮発性記憶デバイスを含むことがで
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きる。記憶装置には、ハードドライブ、コンパクトディスク(CD)またはデジタルビデオデ
ィスク(DVD)などの光ディスク、フラッシュメモリ、フレキシブルディスク、磁気テープ
、およびZipドライブが含まれ得る。
【００３５】
　プロセッサ110はまた、ワイヤレス通信デバイス100のユーザから入力を受信するため、
およびそのユーザに出力を提供するためにそれぞれ構成された、入力デバイス130と出力
デバイス140とに結合される。適切な入力デバイスには、キーボード、ボタン、キー、ス
イッチ、ポインティングデバイス、マウス、ジョイスティック、遠隔制御装置、赤外線検
出器、(おそらくは、たとえば手のジェスチャもしくは顔のジェスチャを検出するために
ビデオ処理ソフトウェアに結合された)ビデオカメラ、動作検出器、または(おそらくは、
たとえばボイスコマンドを検出するためにオーディオ処理ソフトウェアに結合された)マ
イクロフォンが含まれ得るが、それらに限定されない。適切な出力デバイスには、ディス
プレイおよびプリンタを含む視覚的出力デバイス、スピーカ、ヘッドフォン、イヤフォン
、およびアラームを含むオーディオ出力デバイス、ならびに、フォースフィードバックゲ
ームコントローラおよび振動デバイスを含む触覚型出力デバイスが含まれ得るが、それら
に限定されない。
【００３６】
　プロセッサ110は、モデム150とトランシーバ160とに結合され得る。モデム150およびト
ランシーバ160は、アンテナ170を介する通信リンク161、163上のワイヤレス送信のために
、プロセッサ110によって生成されるデータを準備するように構成され得る。モデム150お
よびトランシーバ160はまた、アンテナ170を介して通信リンク161、163上で受信されたデ
ータを復調する。いくつかの実装形態では、モデム150およびトランシーバ160は、1つま
たは複数のエアインターフェース規格に従って動作するように構成され得る。トランシー
バは、送信機162、受信機164、または両方を含むことができる。他の実装形態では、送信
機162および受信機164は、2つの別々の構成要素である。モデム150およびトランシーバ16
0は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(ASIC)、フ
ィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)もしくは他のプログラマブル論理デバイス、
個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、または本明細書に記
載された機能を実行するように設計されたそれらの任意の適切な組合せとして実装され得
る。アンテナ170は、多入力/多出力(MIMO)通信のために複数のアンテナを含み得る。
【００３７】
　ワイヤレス端末100およびそれの構成要素は、バッテリー180および/または外部電源に
よって給電され得る。バッテリー180は、エネルギーを蓄える任意のデバイスであってよ
く、特に、化学的エネルギーを蓄え、それを電気エネルギーとして提供する任意のデバイ
スであってよい。バッテリー180は、リチウムポリマーバッテリー、リチウムイオンバッ
テリー、ニッケル金属水素化物バッテリー、またはニッケルカドミウムバッテリーを含む
1つまたは複数の二次電池、あるいはアルカリバッテリー、リチウムバッテリー、酸化銀
バッテリー、または亜鉛炭素バッテリーを含む1つまたは複数の一次電池を含み得る。外
部電源は、壁コンセント、車両シガーライターソケット、ワイヤレスエネルギー伝達プラ
ットフォーム、または太陽を含み得る。
【００３８】
　いくつかの実装形態では、バッテリー180またはそれの一部分は、電力インターフェー
ス190を介して外部電源によって再充電可能である。電力インターフェース190は、バッテ
リー充電器、近距離場ワイヤレスエネルギー伝達用インダクタ、または太陽エネルギーを
電気エネルギーに変換するための光起電力パネルを接続するためのジャックを含み得る。
【００３９】
　いくつかの実装形態では、ワイヤレス端末100は、携帯電話、携帯情報端末(PDA)、ハン
ドヘルドコンピュータ、ラップトップコンピュータ、ワイヤレスデータアクセスカード、
GPS受信機/ナビゲータ、カメラ、MP3プレーヤ、カムコーダ、ゲームコンソール、腕時計
、時計、またはテレビジョンである。
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【００４０】
　図1に示すように、基地局101はまた、メモリ112とトランシーバ165とに結合された少な
くとも1つのプロセッサ111を含む。トランシーバ165は、アンテナ171に結合された送信機
167と受信機166とを含む。プロセッサ111、メモリ112、トランシーバ165、およびアンテ
ナ171は、ワイヤレス端末100に関して上記で説明したように実装され得る。
【００４１】
　図1のワイヤレス通信システム10では、基地局101は、第1の通信リンク161および/また
は第2の通信リンク163を介してワイヤレス端末100にデータパケットを送信し得る。
【００４２】
　図2は、ワイヤレス端末および基地局など、通信ノード間通信を容易化するために使用
され得る構成要素の例示的な機能ブロック図を示す。具体的には、図2は、通信システム2
00の第1のワイヤレスデバイス101(たとえば、基地局)、および第2のワイヤレスデバイス1
00(たとえば、ワイヤレス端末)の簡略ブロック図である。第1のデバイス101において、い
くつかのデータストリームのトラフィックデータが、データソース212から送信(TX)デー
タプロセッサ214に提供される。
【００４３】
　いくつかの実装形態では、各データストリームは、それぞれの送信アンテナを通じて送
信される。TXデータプロセッサ214は、そのデータストリームに対して選択された特定の
符号化方式に基づいて、各データストリームのトラフィックデータをフォーマットし、符
号化し、インターリーブするように構成され得る。
【００４４】
　各データストリームの符号化されたデータは、OFDM技法を使用してパイロットデータと
多重化され得る。パイロットデータは、一般的には、既知の方法で処理される既知のデー
タパターンであり、チャネル応答を推定するために、受信機システムで使用され得る。次
いで、各データストリームの多重化されたパイロットおよび符号化されたデータは、変調
シンボルを提供するためにそのデータストリームについて選択された特定の変調方式(た
とえばBPSK、QSPK、M-PSK、またはM-QAM)に基づいて変調される(すなわち、シンボルマッ
プされる)。各データストリームのデータレート、符号化、および変調は、プロセッサ230
によって実行される命令によって決定され得る。データメモリ232は、プロセッサ230また
はデバイス101の他の構成要素によって使用されるプログラムコード、データ、および他
の情報を記憶することができる。
【００４５】
　図2に示す実装形態では、いくつかのデータストリームの変調シンボルが、TX MIMOプロ
セッサ220に供給され得、TX MIMOプロセッサ220はさらに、(たとえば、OFDM用に)その変
調シンボルを処理し得る。次いで、TX MIMOプロセッサ220は、変調シンボルストリームを
トランシーバ(XCVR)222A～222Tに提供する。いくつかの態様では、TX MIMOプロセッサ220
は、データストリームのシンボルと、そのシンボルがそこから送信されているアンテナと
に、ビームフォーミングの重みを適用する。
【００４６】
　各トランシーバ222は、それぞれのシンボルストリームを受信し処理して、1つまたは複
数のアナログ信号を提供し、さらに、そのアナログ信号を調整(たとえば、増幅、フィル
タリング、およびアップコンバート)して、チャネルを通じて送信するのに適した変調信
号を提供する。次いで、トランシーバ222A～222Tからの変調信号が、それぞれアンテナ22
4A～224Tから送信される。
【００４７】
　第2のデバイス100において、送信された変調信号は、アンテナ252A～252Rによって受信
され、各アンテナ252から受信された信号は、それぞれのトランシーバ(XCVR)254A～254R
に供給される。各トランシーバ254は、それぞれの受信信号を調整(たとえば、フィルタリ
ング、増幅、およびダウンコンバート)し、調整された信号をデジタル化してサンプルを
提供し、さらにそのサンプルを処理して対応する「受信」シンボルストリームを提供する



(13) JP 5792392 B2 2015.10.14

10

20

30

40

50

ように構成され得る。
【００４８】
　次いで、受信(RX)データプロセッサ165は、「検出された」シンボルストリームを提供
するために、特定の受信機処理技法に基づいてトランシーバ254から受信されたシンボル
ストリームを受信し、処理する。次いで、RXデータプロセッサ165は、データストリーム
のトラフィックデータを回復するために、検出された各シンボルストリームを復調し、デ
インターリーブし、復号する。RXデータプロセッサ165による処理は、デバイス101におけ
るTX MIMOプロセッサ220およびTXデータプロセッサ214によって実施される処理を補足す
るものである。
【００４９】
　プロセッサ270は、通信リンクおよび／または受信データストリームに関する様々なタ
イプの情報を含み得るアップリンクメッセージを策定する。次いで、逆方向リンクメッセ
ージは、データソース236からいくつかのデータストリームのトラフィックデータをも受
信するTXデータプロセッサ238によって処理され、変調器280によって変調され、トランシ
ーバ254A～254Rによって調整され、デバイス101に送信して戻される。
【００５０】
　デバイス101において、第2のデバイス100からの変調信号は、アンテナ224によって受信
され、トランシーバ222によって調整され、復調器(DEMOD)240によって復調され、RXデー
タプロセッサ242によって処理されて、第2のデバイス100によって送信されるアップリン
クメッセージを抽出する。次いで、プロセッサ230は、抽出されたメッセージを処理する
。
【００５１】
　図2はまた、通信構成要素が、アクセス制御を実行する1つまたは複数の構成要素を含み
得ることを示す。たとえば、アクセス制御構成要素290は、信号を別のデバイス(たとえば
、デバイス100)に送信し、別のデバイスから受信するために、プロセッサ230、および/ま
たはデバイス101の他の構成要素と協働することができる。同様に、アクセス制御構成要
素292は、信号を別のデバイス(たとえば、デバイス101)に送信し、別のデバイスから受信
するために、プロセッサ270、および/またはデバイス100の他の構成要素と協働すること
ができる。デバイス101および100のそれぞれに対して、説明した構成要素のうちの2つ以
上の機能が、単一の構成要素によって提供され得ることを諒解されたい。たとえば、単一
の処理構成要素が、アクセス制御構成要素290およびプロセッサ230の機能を提供し得、単
一の処理構成要素が、アクセス制御構成要素292およびプロセッサ270の機能を提供するこ
とができる。
【００５２】
　基地局とワイヤレス端末との間のインターフェースは、それぞれが上方および/または
下方の次の層に特定のサービスを与えるいくつかのプロトコル層から成るプロトコルスタ
ックによって記述され得る。たとえば、無線リソース制御(RRC)層と呼ばれることがある
プロトコルスタックの最上層は、ワイヤレス端末に対するワイヤレス接続を制御するため
にシグナリングを制御し得る。加えて、この層は、基地局からワイヤレス端末の態様の制
御を提供し得、無線ベアラ、物理チャネル、異なるチャネルタイプのマッピング、測定、
および他の機能を制御するための機能を含み得る。
【００５３】
　送信されたデータパケットの適切な扱いを確保するために、ワイヤレス端末および基地
局がデータパケット送信を協調することを可能にするように、様々なプロトコルが実装さ
れ得る。UMTS内で使用される1つのそのようなプロトコルは、3GPP TS 25.322において指
定される無線リンク制御(RLC)プロトコルである。RLCプロトコルによれば、無線リンクが
、「確認応答モード(AM)」内で動作するように基地局によって構成され得る。たとえば、
ワイヤレス端末によって送信されたデータパケットは、基地局によって確認応答され得る
。確認応答は、データパケットが基地局において受信されると、基地局から送信され得る
。いくつかの実装形態では、基地局からの確認応答をバッチでワイヤレス端末に送信する
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ことが望ましい場合がある。たとえば、ワイヤレス端末は、インジケータを基地局に(た
とえば、ヘッダフィールド内で)送信して、基地局によって受信されたデータパケットの
確認応答に対する要求を示すことができる。確認応答インジケータ(ポールビット)を送信
するための規則は、基地局によって構成可能である。たとえば、いくつかの実装形態では
、基地局は、ワイヤレス端末が、基地局によって受信されたパケットの確認応答をその間
に要求し得る、確認応答要求周波数期間を指定し得る。
【００５４】
　ワイヤレス端末は、確認応答データパケットと送信されたデータパケットのリストとを
比較し得る。ワイヤレス端末は、基地局が確認応答していない任意のデータパケットを再
送信し得る。いくつかの例では、パケットが、指定された回数だけ、再送信に成功しなか
った(たとえば、確認応答を受信しなかった)場合、ワイヤレス端末は、基地局との通信リ
ンクをリセットすることを試行するように構成され得る。
【００５５】
　上記で説明したポール要求は、プロトコルデータユニット(PDU)と同じパケット内で送
信され得る。このことは、ポール要求をPDUの送信に「ピギーバックすること」として当
技術分野で知られている。ワイヤレス端末において未送信データが存在する場合、ワイヤ
レス端末は、その未送信データを送信するときにポール要求を「ピギーバックする」こと
ができる。ワイヤレス端末が送信すべき新しいデータを持たない場合、ワイヤレス端末10
0は、やはり、任意の非確認応答PDUのステータスを更新するためのポール要求を送信し得
る。ポール要求を送信するときに、ワイヤレス端末100は、複数の非確認応答PDUのうちの
1つにポール要求をピギーバックすることの選択を有し得る。
【００５６】
　いくつかのプロトコルは、非確認応答PDUのセットに対するステータス情報を維持し得
る。最古のPDUが確認応答されると、それらのPDUに対するステータスは、もはやポール要
求に対する応答に含まれることはない。言い換えれば、ポール応答は、PDUがポール要求
自体の中で指定されたPDUまでの、すべてのより最近に送信されたPDUとともに、最古の非
確認応答PDUに対してのみのステータスを含み得る。
【００５７】
　いくつかの態様は、ポール要求とともに送信するために、最も最近に送信された非確認
応答PDUを選択し得る。この手法は、ポール要求を送信するためのプロトコル要件を満足
し得る。最も最近に送信されたPDUは、これらの実装形態においてポール要求とともに送
信されるので、この手法は、基地局100からポール要求へのステータス応答内に含まれるP
DUの数の低減には役立ち得ない。というのは、最も過去に送信されたが受信または確認応
答されていないPDUは、受信されないままであり得るからである。複数のポール要求が非
確認応答PDUのセットに対して送信されるときの条件下で、この実装形態では、ポール要
求内に含まれるPDUが基地局101によって前に受信されている可能性が増加し得る。
【００５８】
　他の態様は、PDUの元のまたは最初の送信時間に基づいて、ポール要求とともに含める
ためのPDUを選択し得る。たとえば、これらの態様は、ポール要求に対する最古の元の送
信時間を有する非確認応答PDUを選択し得る。基地局は、最古の非確認応答PDUと、現在の
PDUまでのすべてのPDUとについて報告し得るので、この実装形態は、基地局からのステー
タス応答の中で報告されるPDUの数を低減し得る。複数のポール要求が非確認応答PDUのセ
ットに対して送信されるときの条件下で、この実装形態では、特定のPDUが、複数回、ポ
ール要求とともに送信される可能性が増加し得る。このことは、他の非確認応答PDUがポ
ール要求とともに送信されない間に発生し得る。このことは、基地局101によって前に受
信されたPDUがポール要求内で再送信される可能性を増加させ得る。
【００５９】
　他の実装形態は、PDUに対する最も最近の送信時間に基づいて非確認応答PDUを選択し得
る。いくつかの態様では、最古の、最も最近の送信時間を有する非確認応答PDUが選択さ
れ得る。次いで、選択されたPDUの最も最近の送信時間が、PDUが再送信時間に基づいて再
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送信されるときに更新され得る。
【００６０】
　他の実装形態は、ポール要求のためにどのPDUを選択するかを判断するためにPDUインデ
ックスを維持することができる。たとえば、いくつかの実装形態は、PDUインデックスを
ゼロに初期化し得る。ポール要求とともに含めるためのPDUを選択するときに、実装形態
は、インデックスに基づいてPDUを選択し得る。たとえば、実装形態は、それらの元の送
信時間の順番に非確認応答PDUを順序付け得る。PDUは、PDUインデックスを用いて順位リ
スト内にインデックス付けすることによって選択され得る。たとえば、一態様では、イン
デックスがゼロのときに、最古の非確認応答PDUが選択される。インデックスが1であると
き、最古から2番目のPDUが選択される。PDUが選択された後、PDUインデックスが増分され
る。
【００６１】
　最大PDUインデックスが存在し得る。PDUインデックスが最大PDUインデックスに到達す
ると、インデックスは、ゼロにリセットされ得る。最大PDUインデックスは、非確認応答P
DUの数に設定され得る。最大インデックスはまた、非確認応答PDUの数が変化するときに
調整され得る。
【００６２】
　他の実装形態は、非確認応答PDUを、それらの元の送信時間の逆順に順序付け得る。次
いで、PDUは、PDUインデックスを用いて逆順リスト内にインデックス付けすることによっ
て選択され得る。PDUが逆順リストから選択された後、インデックスは増分され得る。イ
ンデックスが最大PDUインデックスに到達すると、インデックスは、ゼロにリセットされ
る。他の実装形態が、上記で説明したようにインデックスを増分する代わりに、インデッ
クスを減分してもよいことに留意されたい。
【００６３】
　図3は、ワイヤレス端末内の非確認応答PDUのセットを再送信する方法の実装形態を示す
例示的なフローチャートを示す。方法300は開始ブロック302で始まり、次いで、ブロック
310に移動し、そこで複数のPDUが送信される。PDUは、たとえば、ワイヤレス端末100から
基地局101に送信され得る。次いで、プロセス300はブロック320に移動し、そこで非確認
応答PDUのセットから1つのPDUが選択される。いくつかの態様では、前に説明した、最古
の元の再送信時間を有するPDUが選択され得る。他の態様では、最古の、最も最近の送信
時間を有するPDUが選択され得る。さらに他の態様では、非確認応答PDUの順位リストまた
は逆順リストが維持され得、PDUインデックスがリストからPDUを選択するために使用され
得る。
【００６４】
　次いで、プロセス300はブロック330に移動し、そこで選択されたPDUが、ポール要求と
ともに再送信される。次いで、プロセス300はブロック340に移動し、そこで非確認応答PD
Uのセットから第2のPDUが選択される。第2のPDUは、ブロック320で選択された第1のPDUと
は異なる。ブロック330と同様に、PDUが選択される方法は、実装形態によって変化し得る
。実装形態は、それの元の送信時間、最も最近の送信時間に基づいて、あるいはPDUイン
デックスおよび非確認応答PDUの順位リストまたは逆順リストに基づいて、PDUを選択し得
る。一態様では、PDUインデックスは、第2のPDUが選択される前にブロック340で変更され
得る。たとえば、PDUインデックスは増分または減分され得る。その場合、処理ブロック3
40が実行されるときのPDUインデックスの値は、処理ブロック320が実行されるときのPDU
インデックスの値と比較して異なることがある。次いで、プロセス300はブロック350に移
動し、そこで第2の選択されたPDUが、ポール要求とともに再送信される。次いで、プロセ
ス300は終了状態360に移動する。
【００６５】
　図4は、ワイヤレス端末内の非確認応答PDUを選択して再送信する方法の実装形態を示す
例示的なフローチャートを示す。いくつかの態様では、プロセス400のいくつかの部分は
、図3に示すプロセス300のブロック320、330、340および350において実施され得る。プロ
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セス400は、開始状態405で始まり、次いで、ブロック410に移動し、そこでPDUインデック
スが初期化される。次いで、プロセス400はブロック420に移動し、そこで非確認応答PDU
のセットが順序付けられる。前述のように、PDUは、それらの元の送信時間によって順序
付けられ得る。いくつかの態様では、順番は、最早の元の送信時間から最新の元の送信時
間までであってよい。他の態様では、順番は逆にされてもよい。他の態様は順番をランダ
ムにしてもよい。
【００６６】
　さらに他の態様は、それらの最も最近の送信時間に基づいてPDUを順序付けてよい。こ
れらの態様のいくつかは、最早の、最も最近の送信時間から最も最近でない送信時間まで
、PDUを順序付けてよい。他の態様は順番を逆にしてもよい。さらに他の態様は順番をラ
ンダムにしてもよい。
【００６７】
　次いで、プロセス400はブロック430に移動し、そこでPDUは、順序付けられたセットとP
DUインデックスとに基づいて選択される。たとえば、順序付けられたリストは、配列とし
て実装されてよく、PDUインデックスは、配列からPDUを選択するために、配列内にインデ
ックス付けするために使用されてよい。次いで、プロセス400はブロック440に移動し、そ
こで選択されたPDUが、ポールインジケータとともに再送信される。次いで、プロセス400
はブロック450に移動し、そこでPDUインデックスが増分される。他の態様は、PDUインデ
ックスを減分することがある。次いで、プロセス400はブロック460に移動し、そこでプロ
セス400は事象を待つ。いくつかの態様では、事象は再送信タイマーの満了であってよい
。他の態様では、事象は、ワイヤレス接続に対するリセット事象であってよい。他の態様
では、事象は、デバイス電源切断事象またはワイヤレス通信が停止すべきことを示すデバ
イス事象であってよい。いくつかの態様では、事象は、図2に示す基地局101など、基地局
からの1つまたは複数のPDUの確認応答であってよい。
【００６８】
　事象の発生後、プロセス400は判断ブロック470に移動し、そこでプロセス400が終了す
べきかどうかについて評価が実行される。いくつかの態様では、プロセス400は、デバイ
ス電源切断またはワイヤレス通信事象が受信されたときに終了し得る。いくつかの態様は
、順序付けられたPDUのセット内のすべてのPDUが基地局101によって確認応答されたとき
に、プロセス400を終了し得る。プロセス400が終了すべきものと判断ブロック470が判断
する場合、プロセス400は終了ブロック480に移動する。プロセス400が終了すべきでない
と判断ブロック470が判断する場合、プロセス400はブロック430に戻って、ブロック430か
ら繰り返す。
【００６９】
　図5は、別のワイヤレス端末の例示的な機能ブロック図を示す。ワイヤレス端末は、図5
に示す簡略化されたワイヤレス端末100よりも多くのコンポーネントを有し得ることを、
当業者は諒解するだろう。ワイヤレス端末100は、特許請求の範囲内の実装形態のいくつ
かの顕著な特徴を説明するのに有用なコンポーネントのみを含む。ワイヤレス端末100は
、確立回路(establishing circuit)530と、送信回路540と、選択回路550と、再送信回路5
60と、アンテナ570とを含む。一実装形態では、確立回路530は、ワイヤレス通信リンクを
確立するように構成される。一実装形態では、確立するための手段は、確立回路430を含
む。一実装形態では、送信回路540は、複数のPDUを送信するように構成される。いくつか
の実装形態では、送信するための手段は、送信回路540を含む。選択回路550は、非確認応
答PDUのセットから再送信するためのPDUを選択し得る。一実装形態では、選択するための
手段は、選択回路を含む。再送信回路560は、ポーリングビットを有するPDUを含むデータ
を、アンテナ570を介して基地局に再送信し得る。一実装形態では、再送信するための手
段は、再送信回路560を含む。
【００７０】
　ワイヤレス端末は、ユーザ機器、加入者局、加入者ユニット、移動局、携帯電話、モバ
イルノード、リモート局、リモート端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバ
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イス、または何らかの他の用語を含むか、それらのいずれかとして実装されるか、あるい
はそれらのいずれかとして知られることがある。いくつかの実装形態では、ワイヤレス端
末は、携帯電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル(SIP)電話、ワイヤレスロ
ーカルループ(WLL)局、携帯情報端末(PDA)、ワイヤレス接続機能を有するハンドヘルドデ
バイス、またはワイヤレスモデムに接続された何らかの他の好適な処理デバイスを含み得
る。したがって、本明細書で教示する1つまたは複数の態様は、電話(たとえば、セルラー
電話またはスマートフォン)、コンピュータ(たとえば、ラップトップ)、ポータブル通信
デバイス、ポータブルコンピューティングデバイス(たとえば、携帯情報端末)、エンター
テイメントデバイス(たとえば、音楽デバイス、ビデオデバイス、または衛星ラジオ)、全
地球測位システムデバイス、あるいはワイヤレス媒体を介して通信するように構成された
任意の他の好適なデバイスに組み込まれ得る。
【００７１】
　基地局は、ノードB、eノードB、無線ネットワークコントローラ(RNC)、基地局(BS)、無
線基地局(RBS)、基地局コントローラ(BSC)、トランシーバ基地局(BTS)、トランシーバ機
能(TF)、無線トランシーバ、無線ルータ、基本サービスセット(BSS)、拡張サービスセッ
ト(ESS)、または何らかの他の同様の用語を含むか、それらのいずれかとして実装される
か、またはそれらのいずれかとして知られていることがある。
【００７２】
　いくつかの態様では、基地局は、通信システムに対するアクセスノードを含み得る。た
とえば、そのようなアクセスノードは、ネットワークへのワイヤードまたはワイヤレス通
信リンクを介した、ネットワーク(たとえば、インターネットまたはセルラーネットワー
クなど、ワイドエリアネットワーク)のための、またはネットワークへの接続性を与え得
る。したがって、基地局は、別のノード(たとえば、ワイヤレス端末)がネットワークまた
は何らかの他の機能にアクセスすることを可能にし得る。加えて、ノードのうちの1つま
たは両方は携帯型であるか、または場合によっては比較的非携帯型であり得ることを諒解
されたい。
【００７３】
　また、ワイヤレスノードは、非ワイヤレス方式で(たとえば、ワイヤード接続を介して)
情報を送信および/または受信可能であり得ることを諒解されたい。したがって、本明細
書で説明する受信機および送信機は、非ワイヤレス媒体を介して通信するために、適正な
通信インターフェース構成要素(たとえば、電気的または光学的インターフェース構成要
素)を含み得る。
【００７４】
　ワイヤレス端末またはワイヤレスノードは、任意の適切なワイヤレス通信技術に基づく
かまたはさもなければその技術をサポートする、1つまたは複数のワイヤレス通信リンク
を介して通信し得る。たとえば、いくつかの態様では、ワイヤレス端末はネットワークと
関連し得る。いくつかの態様では、ネットワークは、ローカルエリアネットワークまたは
ワイドエリアネットワークを含み得る。ワイヤレス端末は、本明細書で説明したような様
々なワイヤレス通信技術、プロトコル、または規格(たとえば、CDMA、TDMA、OFDM、OFDMA
、WiMAX、WiFiなど)のうちの1つまたは複数をサポートするかまたはさもなければ使用し
得る。同様に、ワイヤレス端末は、様々な対応する変調または多重化方式のうちの1つま
たは複数をサポートするかまたはさもなければ使用し得る。したがって、ワイヤレス端末
は、上記または他のワイヤレス通信技術を使用して、1つまたは複数のワイヤレス通信リ
ンクを確立し、それを介して通信するのに適した構成要素(たとえばエアインターフェー
ス)を含み得る。たとえば、ワイヤレス端末は、ワイヤレス媒体を介した通信を容易にす
る様々な構成要素(たとえば、信号発生器および信号処理器)を含み得る、関連する送信機
および受信機の構成要素を有するワイヤレス送受信機を含み得る。
【００７５】
　本明細書で「第1の」、「第2の」などの呼称を使用した要素へのいかなる参照も、それ
らの要素の量または順序を概括的に限定するものではないことを理解されたい。むしろ、
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これらの呼称は、2つ以上の要素の間、または要素の例の間を区別する都合のよい方法と
して本明細書で使用され得る。したがって、第1および第2の要素への参照は、2つの要素
のみがそこで採用され得ること、または何らかの形で第1の要素が第2の要素に先行しなけ
ればならないことを意味しない。また、別段に記載されていない限り、1組の要素は1つま
たは複数の要素を含む場合がある。
【００７６】
　情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表され得ること
が、当業者には理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ
、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁
波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって
表され得る。
【００７７】
　さらに、本明細書で開示した態様に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジ
ュール、プロセッサ、手段、回路、およびアルゴリズムステップのいずれも、電子ハード
ウェア(たとえば、ソースコーディングまたは何らかの他の技法を使用して設計できる、
デジタル実装形態、アナログ実装形態、またはそれら2つの組合せ)、命令を組み込んだ様
々な形態のプログラムまたは設計コード(便宜上、本明細書では「ソフトウェア」または
「ソフトウェアモジュール」と呼ぶことがある)、あるいは両方の組合せとして実装でき
ることを当業者は諒解されよう。ハードウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示す
ために、様々な例示的な構成要素、ブロック、モジュール、回路、およびステップを、上
記では概してそれらの機能性に関して説明した。そのような機能性をハードウェアとして
実装するか、ソフトウェアとして実装するかは、特定の適用例および全体的なシステムに
課される設計制約に依存する。当業者は、説明した機能性を特定の適用例ごとに様々な方
法で実装し得るが、そのような実装の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解
釈すべきではない。
【００７８】
　本明細書で開示した態様に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、
および回路は、集積回路(IC)、ワイヤレス端末、または基地局の中に実装され得るか、ま
たはそれらによって実施され得る。ICは、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP
)、特定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)もしく
は他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハード
ウェア構成要素、電子的構成要素、光学的構成要素、機械的構成要素、または本明細書で
説明する機能を実施するように設計されたそれらの任意の組合せを含み得、ICの内部に、
ICの外側に、またはその両方に常駐するコードまたは命令を実行し得る。汎用プロセッサ
はマイクロプロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッ
サ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはま
た、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえば、DSPとマイクロプロセッサとの組
合せ、複数のマイクロプロセッサ、DSPコアと連携する1つまたは複数のマイクロプロセッ
サ、あるいは任意の他のそのような構成として実装され得る。
【００７９】
　開示されたいずれのプロセス中のステップのいずれの特定の順序または階層も、例示的
な手法の一例であることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、本開示の範囲内のま
までありながら、プロセスにおけるステップの特定の順序または階層が再構成され得るこ
とを理解されたい。添付の方法クレームは、様々なステップの要素を例示的な順序で提示
したものであり、提示された特定の順序または階層に限定されるものではない。
【００８０】
　説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任
意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装される場合、機能は、1つまたは複数の
命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶され、またはコンピュータ可読媒
体を介して送信され得る。コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュ
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ータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュ
ータ通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ得る任意の
利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は
、RAM、ROM、EEPROM、CD-ROMもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレー
ジもしくは他の磁気ストレージデバイス、または、命令もしくはデータ構造の形態の所望
のプログラムコードを搬送もしくは記憶するために使用でき、コンピュータによってアク
セスできる、任意の他の媒体を含み得る。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と
適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイ
ストペア、デジタル加入者回線(DSL)、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワ
イヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信さ
れる場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、DSL、または赤外線、無
線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用
する場合、ディスク(disk)およびディスク(disc)は、コンパクトディスク(CD)、レーザデ
ィスク、光ディスク、デジタル多用途ディスク(DVD)、フレキシブルディスク、およびブ
ルーレイディスクを含み、ディスク(disk)は、通常、磁気的にデータを再生し、ディスク
(disc)は、レーザで光学的にデータを再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の
範囲内に含めるべきである。要約すれば、コンピュータ可読媒体は、任意の適切なコンピ
ュータプログラム製品内で実装され得ることを諒解されたい。
【００８１】
　上記の説明は、いかなる当業者でも添付の特許請求の範囲内の実装形態を作成または使
用することができるように提供される。これらの態様への様々な変更は当業者にはすぐに
明らかになり、本明細書で定義された包括的な原理は本開示の範囲から逸脱することなく
他の態様に適用できる。したがって、本開示は、本明細書に示す態様に限定されるもので
はなく、本明細書で開示する原理および新規の特徴に一致する最大の範囲を与えられるも
のである。
【符号の説明】
【００８２】
　　10　ワイヤレス通信システム
　　100　ワイヤレス端末
　　101　基地局
　　110　プロセッサ
　　111　プロセッサ
　　112　メモリ
　　120　メモリ
　　130　入力デバイス
　　140　出力デバイス
　　150　モデム
　　160　トランシーバ
　　161　第1の通信リンク
　　162　送信機
　　163　第2の通信リンク
　　164　受信機
　　165　トランシーバ
　　166　受信機
　　167　送信機
　　170　アンテナ
　　171　アンテナ
　　180　バッテリー
　　190　電力インターフェース
　　200　通信システム
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　　212　データソース
　　214　送信(TX)データプロセッサ
　　220　TX MIMOプロセッサ
　　222、222A、222T　トランシーバ
　　224A、224T　アンテナ
　　230　プロセッサ
　　232　データメモリ
　　236　データソース
　　238　TXデータプロセッサ
　　240　復調器(DEMOD)
　　242　RXデータプロセッサ
　　252、252A、252R　アンテナ
　　254、254A、254R　トランシーバ
　　270　プロセッサ
　　280　変調器
　　290　アクセス制御構成要素
　　292　アクセス制御構成要素
　　530　確立回路
　　540　送信回路
　　550　選択回路
　　560　再送信回路
　　570　アンテナ

【図１】 【図２】
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